聞き取り「川崎市向ヶ丘遊園の跡地保全を巡る市民運動 : 藤子・F・不二雄ミュージアム設立前史」 by 泉 留維 et al.
－ 1 － 
 
 
 
 
聞き取り「川崎市向ヶ丘遊園の跡地保全を巡る市民運動 
－藤子・F・不二雄ミュージアム設立前史－」 
 
泉 留維・小西恵美・齊藤佳史・永江雅和・永島 剛 
 
目    次 
 
１．「遊園の会」発足の経緯 ··················································  2 
２．冊子『わたしの向ヶ丘遊園』・『向ヶ丘遊園跡地によせるあなたの夢・わたしの夢』
の作成 ·································································  7 
３．川崎市の動向－ばら苑用地買収と「向ヶ丘遊園の跡地に関する基本合意」 ····· 10 
４．小田急「向ヶ丘遊園跡地利用に関する基本計画」 ··························· 13 
５．川崎市環境アセス意見書提出 ············································· 15 
６．藤子ミュージアムの計画 ················································· 16 
７．緑地交換と私有地部分の整理について ····································· 18 
８．パブリックとソーシャル ················································· 22 
９．川崎における市民運動の担い手と多様性 ··································· 24 
10．市民運動と社会的成熟 ··················································· 29 
編集後記 ··································································· 38 
 
2011 年 9 月 3 日、川崎市多摩区長尾に川崎市藤子・F・不二雄ミュージアムが開館予定であ
る。同地にはかつて 1927 年に開園し、2002 年 3 月末の閉園まで、市民の憩いの場となった向ヶ
丘遊園が存在していた。同園が閉園したのち、生田緑地内にある遊園地跡地が乱開発の対象か
ら免れ、公共の博物館が誘致されるまでには、小田急電鉄、川崎市に加え、在地の市民運動と
の長い交渉の歴史が存在している。この座談会記録は 2008 年 9 月 23 日、専修大学社会科学研
究所において開催された定例研究会において、「向ヶ丘遊園の緑を守り、市民いこいの場を求め
る会」（以下、遊園の会）の中島光雄、松岡嘉代子の両氏を招いて、当時の運動の経緯を語って
いただいたものである。なお当日の出席者は上記報告者 2 名のほか、泉留維、小西恵美、齊藤
佳史、永江雅和、永島剛（いずれも専修大学社会科学研究所所員）であった。 
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１．「遊園の会」発足の経緯 
 
◆永江 本日は向ヶ丘遊園の会の中島さん、松岡さんに向ヶ丘遊園の跡地保存を巡る市民運動
について、その経緯と活動の現況についてお話し頂きます。まずお二方からご自身のプロフィー
ルと、運動をはじめられた経緯についてお話し願えればと思います。あまり堅苦しく致しませ
んので、ご自由にお話しください。 
 
◆中島 1927 年生まれなものですから、81 歳になります。だいぶ老い先が短くなっていますの
で、性格がせっかちになっています。ごく簡単に、私の経歴を自己紹介の中で申し上げれば、
現役のころは「味の素」に勤めていました。入社してから 20 年ぐらい、会社の仕事にはあまり
熱心でなくて、労働組合の仕事の方が熱心だったのですが、安保闘争をやり過ぎまして、ちょっ
と会社ににらまれて、九州に 4 年半ほど島流しになったのです。でも、同じようにむこうでも
組合のことをやっていましたものですから、会社が困ったというかあきれたのでしょうね、本
社に持って行かれました。本社に行くと労働組合の仕事できませんので、組合の方と縁が切れ
ました。このとき、もう 40 歳を過ぎていましたから、60 の定年が過ぎてからの人生をちょっ
と考えまして、やはり地域で少し何かした方が面白そうだと、そのころから地域の仕事に係わ
るようにしました。 
 南部に住んでいましたから、ここにあるような緑が全く無いのですね、工場の真ん中ですか
ら。地域活動の中でも、環境問題に興味を持っていましたので、大気汚染の関係、今のような
ＣＯ2 ではなくて、昔は煤煙そのものなのですね。で、煤煙の程度を調べるとか、多摩川の汚
濁が進んでいますので、多摩川の水質の検査とか、そういうことから進めました。1970 年、43
歳の時に多摩区に移ってまいりました。 
 多摩区に来ましたら、昔育ったころの田舎によく似ていますので、環境問題に取組みやすく
なって、まず最初に行ったのは「二ｹ領用水の再生を考える市民の会」、聞いたことがあるかも
しれませんが、その会にまず入りまして、それから、周辺の山々と生田緑地に出入りするなか
で緑の勉強を始めました。 
 1987 年、60 歳の定年になってから本格的に、今までいろいろ種をまいてきましたので、いろ
んなことができるということで、いろんなことを始めました。一番身近なのは、自治会長を 10
年ほどやりました。それから、多摩区の区民懇話会の議長をやったりしていました。同時に、
生田緑地が非常に気に入りましたので、生田緑地に入り込んでたくさんの人々と会うことがで
きました。その後はいろんな周辺の開発反対闘争中心でした。えらく活動がたくさんありまし
てほとんど負けましたけど。あまり勝った経験が無いのですけど、ここからも生田の浄水場の
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紅白の塔が見えますが、あの下に私は住んでいるのですよ。あの山を開発する騒ぎが 1975 年ぐ
らいから始まりまして、自治会挙げて反対闘争をやりましたら、5 年ぐらいかかったら業者が
倒産したので、そこでは珍しく勝ちました。従って、今、こうやって青々と見えるのですよね。 
 
◆松岡 ええ、そうですね。 
 
◆中島 あの緑が全く無くなろうとしたのです。それは守ることができまして、私の経験の中
ではこれが一番やっぱり大きいですね。 
 それがあったためにいろんなことをやっていました。私どもが住んでいる自治会の周辺に１
ヘクタールぐらいの谷間があるのですが、そこの開発問題が起きた時に、たまたま私が自治会
長だったために、音頭をとりまして４自治会で反対闘争をやりました。で、あまり激しくやっ
たものですから、業者から訴えられて裁判沙汰になりました。対抗手段をいろいろ考えたので
すが、対抗手段として一番効きそうなのは、開発を許可した市長が悪いという形で、高橋市長
を横浜地裁に訴えました。そして、二正面作戦で３年ほどやったのですが、最終的には和解に
なりました。和解といっても私は負けたと思っています。というのは、安全対策とか損害の補
償は全部してくれたのですが、守ろうとした緑は全く無くなりましたから、私は自分では負け
たと思っていまして責任をとって自治会長を辞めました。 
 で、辞めた途端に、こちらから、当時、向ヶ丘遊園の閉園の話がありまして、後で話が出て
きますけど、松岡さん中心に反対運動の組織ができ上がっていて、仲間に入らないかというお
誘いがありましたので、それで私入りました。 
 代表になれという話があったので、私、さっき申し上げたようにロートルですので、いつま
で続くか分かりませんからといって、若い人にもなって欲しいという形で、ご存知だと思いま
すが、薬袋奈美子さんという、当時東洋大学で、今は福井大学の講師をやっていますけど、彼
女と二人で、年は向こうが半分、私が倍ぐらいの年なのですけど、二人で代表をやって現在に
至っています。私の今までの経過はそんな形です。 
 向ヶ丘遊園の問題にはこんな形で係わりだしたけれども、実際には今から話があります、松
岡さんが中心で組織を作り、いろいろ活動をやってきました。一口でいいますと、遊園の運動
は超党派でやっていますから、たいへん皆さんの共感を呼ぶことができて、たくさんの人の支
持がありますし、関係団体もたくさんあります。そういうなかでやっていますけれども、そう
いう組織的な活動をするには、うちには抜群の能力を持った事務局長がおりますし、たいへん
多彩な事務局メンバーがおりますので、そういう人に支えられて、７年目、６年半になるのだ
よね。 
－ 4 － 
◆松岡 はい。2001 年ですから。 
 
◆中島 という形でやっています。具体的な今日のテーマについては、事務局長を中心に話を
進めていただき、後でいろんな質疑応答の時には参加をいたします。1 時間ほどは、事務局長
からとうとうとしゃべっていただくというふうに考えています。よろしくお願いいたします。 
 
◆松岡 私、東生田の 3 丁目に住んでおります松岡嘉代子といいます。今日はどうもお招きい
ただき有難うございます。私は地元、今住んでいる所にもともと生まれまして、先祖も代々、
何代目か分かりませんけども、400 年ぐらい前に、武田信玄の家来で落ちのびて来てあそこに
住んだという、全国どこにでもある畏れ多くも畏くもない家です‥‥（笑い声）。 
 一人は廣福寺といって、枡形城の当主の家だった、今お寺なのですけどそこに入って、あと
二人がうちに住み着いたというので、先祖代々あそこに、遊園のすぐそばですけど、直線で 200
メートルくらいのところに住んでいるのですね。で、高校までこちらにいて、大学は京都にあ
る大学に行ったものですから、20 年間京都にいてまた帰ってきて、帰ってきてしばらくしたら、
遊園が閉園しそうだというので、もういきなり自己紹介を兼ねて本題に入ります。 
 最初は、2001 年に向ヶ丘遊園のばら苑が、ばら苑の地主さんというのは、うちの母の幼なじ
みで同級生なのですね。自民党の市会議員をやってらっしゃった方で、結構いろんな情報が入っ
てくるのですね、地元の繋がりで。それで、どうもばら苑が閉園になるそうだ、地主から返し
てくれといわれている。そうしたらどうなるのかな、ばら苑ってあそこの遊園の目玉商品でし
たから、そこが無くなっちゃったらどうなるのかしらと、弟と二人で当時の向ヶ丘遊園の園長
さんに聞きに行ったのです。支配人ですけどね。そしたら、返さなければいけないのです、10
年契約で。もう返してくれと言われているのですよと。「ばら苑返すには、何でも借地ってみん
なそうですけど、あれ現状復帰ですから、バラ全部引っこ抜いて平地にして返すのですよ」と
言われたのですね。その時に、否定の答えを聞きに行ったにもかかわらずそういうふうに言わ
れて、「それはたいへんだけど、向ヶ丘遊園は閉園しませんよね」と言ったら、「いや、こんな
ところを閉園にしたら、地元で大反対運動起こりますよ」とか言ってね、「僕たちも頑張ります」
ということだったのですけど、でも何か危ないねといって、現地をあらためて見に行ったりし
ていたのです。そうしたら、その年の9月26日、夕食の準備をしていたら、夕方のＮＨＫのニュー
スで向ヶ丘遊園が閉園だというのでびっくりしました。 
 私は、先祖代々向ヶ丘遊園のそばに住んでいて、思い出いっぱいなのですね。おじいちゃん
からおばあちゃんから、父から母から、それで、小学校は遠足に行きましたし、中学も遠足に
行きましたし、高校は友だちといっしょに行きましたし、大学に入って恋人ができたときはいっ
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しょにつれて来ましたし、結婚して子供ができて京都に住んでいましたけれども、帰るたびに
向ヶ丘遊園へ行っていたのです。そういうふうにすごく思い出いっぱいですし、そしてあそこ
は、小田急さんが「花と緑の遊園地」というコンセプトで、非常に大事にしてくれていたとこ
ろなので、まさに緑豊かな遊園地だったのです。閉園で跡地は直ぐにもうマンション･お墓とい
う噂が流れたのです。そんなのは全くのデマだったのですが。 
 で、黙っていてそこがマンションやお墓になんかなったら、一生後悔するだろう、駄目で元々
で、どこまでやれるか分からないけども、取りあえず反対というか、閉園に反対するわけでは
なかったのです、閉園はもうしょうがないと思ったのですね、40 億円の累積赤字をかかえてと
いうことなので。だから、閉園には反対しないけれども、あそこの緑をなんとか残したいとい
うふうなことに段々なってきて、その年の、閉園した年の 12 月 23 日に、暮れでしたけれども
準備会を結成して、それから 1 月になって署名を直ぐに始めてということが始まったのです。 
 
 私たちなんか地元だから、生田緑地なんていう認識、地元に何もないのですよ。生田緑地の
こと何て言うかというと、皆な「民家園」といいますね。多摩区民祭を「民家園」でやると、
自治会の正式な文書に書いてあるのですよ。というくらい、生田緑地というくくりは無かった
のですね。ところが始まったら直ぐに、あそこは生田緑地なのだということが分かりました。
ちょっと研究というか調べましたら、川崎の緑地というのはこんなふうになっているのですね。
（図１）当時全部で 38 カ所、795.5 ヘクタールぐらいあるといわれたのですけど、その内 65％
が、この多摩川の河川敷と水面なのです。これも都市計画で緑地なのです。それで 2 番目に大
きいのがこの生田緑地なのです。向ヶ丘遊園はこの赤いところでこれだけの面積。これが一番
大きくて、二番目がこれ、三番目が等々力緑地。等々力緑地って、皆さんご存知の通り、サッ
カー場とミュージアム、緑ってほとんど無い、街路樹とお花畑があるぐらいですね。四番目が
菅生緑地、北部市場という大きな市場がありますが、その裏にこんなに小っちゃいのですよ。 
 これが 178.8、これが 56.4、これが 13.4、これの 10 分の１以下が第 4 位なのです。その中で
向ヶ丘遊園というのは、これで見ていただいても分かる通り 29 ヘクタール、純粋にこれだけ取
り出しても、1 位が多摩川緑地で 580 ヘクタールぐらい、2 位が 178、3 位が 56、ですから 4 位
に入るのです。こんな大きな、しかも、その後でもっと分かったのですけど、ここから見える
あの緑ですね、川崎市の環境局の緑化計画の中では、多摩川崖線軸といわれていて、ずっと連
なり、南武線に沿って高尾山から続くのですね。そこで、多摩区だけで、多摩川崖線軸ネット
ワークというのを立ち上げたのです、11 団体で。 
 そういう意味でも、非常に貴重な緑だというのが分かったのです。川崎市の都市計画、緑を
守るなんていう視点は実は私の中には無かったのです。あの遊園地の、あの思い出深い遊園地
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の跡にお墓とマンション、冗談じゃない。それだけだったのですけど、いろいろ調べていった
らそういうことが分かった。これはほんとうに川崎市の重大な環境問題だということで、いろ
んなところに呼びかけたら、自然保護団体ですとか、生田緑地に係わる保全団体ですとか、そ
れから環境問題を扱う団体ですとか、それと地元の自治会ですとか、果ては、例えばお寺さん、
等覚院ですとか、あじさい寺って妙楽寺さんですけど、そことか、地元の安立寺とか、お寺ま
でというのは失礼ですけど、幅広い賛同をいただきまして、それで遊園の会を 2 月に結成した
のです。それがそもそもの運動の始まりです。 
 その後並行して、署名運動を先行してやっていたのですが、署名運動には、ここの遊園の周
辺の自治会に呼びかけましたら、全部で 30 ぐらいの自治会が、回覧板で全部回してくれて、そ
こで 1 回に、鴛鴦沼（おしぬま）地区でしたか、1500 ぐらい、いっぺんに集めて、カンパも、
普通は自治会でカンパなんて集めないというところもあったのですけど、カンパも続々と集ま
りまして、最初からすごいことになって、私たちも励まされて運動が始まったのです。 
 それで、2002 年は、主に署名活動と、それと事務局もほんとうに、中島さんおっしゃらなかっ
たのですけど、中島さんは、25 団体に属して、7 つの団体の代表をやっていらっしゃる…。 
 
◆中島 減って 4 つだけど。80 になったら辞めるといったけど、なかなか辞めさせてくれない
から（笑い声）。 
 
◆松岡 そんなことで、事務局とか会の組織はどういうふうにしたらいいのかというのがあり
まして、いろんな有名な人を集めましょうとかいう話もあったのですが、でも、地元でこうい
う方がいらっしゃるというのをご紹介していただいて、中島さんに代表していただいて、それ
から、薬袋先生にも都市計画で。向ヶ丘遊園というのは、この赤いところがそうなのですけど、
このブルーの部分、この黒いところが生田緑地でして、ここでいくとブルーの部分は緑地に指
定されていない部分があるのです、4 分の 1 だけ。これでいくとこの部分なのですけど、ここ
も緑地指定しましょうというのが署名用紙に入っていたのですね。そういう話をしていたら、
薬袋先生がいきなり入ってこられて「緑地指定すると何かと不便な場合もありますよ」とおっ
しゃった。実は都市計画の先生だということで、お願いしますと言ったら、いいですよという
ことで引き受けていただきました。その後いろいろありまして、やっぱり緑地指定は必要だね
ということで意見は一致しましたけど。 
 事務局も、事務局今全部で 20 名ぐらい登録というか、いらっしゃるのですが、その内私が以
前から知っていたのは一人だけなのです。要するに「遊園の会」立ち上げますよといったら、
最初からマスコミもすごく好意的で大々的に宣伝をしてくれたのですね。そしたらそれを見て
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入ってきて、事務局にぜひ入らせてくださいという方がいらっしゃって、その方々の、いろい
ろ紆余曲折はありますが今まで残っていらっしゃる方が大部分という形で、ほんとうに皆さん
とても熱心で優秀な方が多くてすごく恵まれています。 
 
２．冊子『わたしの向ヶ丘遊園』・『向ヶ丘遊園跡地によせるあなたの夢・わたしの夢』の作成 
 
◆中島 多彩だよね。  
 
◆松岡 多彩ですね。多彩な方が入ってらっしゃるという形でスタートしました。 
 前後しますけど、最終的にいろんな地元の人たちともネットワークを組みまして、（NPO 法
人）「ぐらす・かわさき」さんなどが、真っ先に駆けつけてくださいました。あそこのグループ
は生田緑地の岡本太郎の裁判までされて、その主旨は、緑を切り崩して何で開発したのだ。岡
本太郎美術館そのものを否定はしていないと。でも緑地指定されているど真ん中を切り崩さな
くてもいいじゃないかという意味では、私たちも生田緑地の真ん中ですからと駆けつけてくだ
さいました。最終的にはネットワーク組んだ団体は 70 くらいにのぼります。 
 そんな形で、多彩な事務局だったものですから、その中の一人が、「遊園地が閉園になったら、
みんな、いろんな思い出とか、いろんな品も散逸しちゃうので、それ無くなる前に何かまとめ
ておきましょうよ」というのでできたのが、この『わたしの向ヶ丘遊園』1 なんです。これは、
一番後ろに書いてありますけれども、新聞 7 社、それと川崎市の教育委員会に後援をお願いし
た。新聞社に記事を募集、後援してくれるということは、記事を載せてくれるということだそ
うでして、記事の公募をしたのですね。そうしたら全国から、それこそ遠いところでは北九州
の伊万里市とかね、あと北関東とか、やっぱりこの辺の首都圏が中心ですけれども、170 ぐら
いの資料が寄せられまして、その寄せられた資料だけで作った本なのです。これを発売した時
もまた、新聞各社が一斉に取り上げてくれて、大々的に報道してくれました。そうしたら 2 日
間私の携帯が鳴りっぱなしでした。「読みたい」っていうので。 
 向ヶ丘遊園というのは、ものすごく地域に密着して、しかも 75 年の永きに亘りますから。川
崎って出入りが一番激しい都市っていわれていますから、皆さん全国に散らばっているのです
よね。閉園のニュースは全国のＮＨＫで流されましたから、それを見て、購買も全国から寄せ
られましたね。そんなことで、すごい反響を呼びまして、追い風になったようです。しかもね、
何でもいいですから寄せてくださいと、川崎市の教育委員会との約束で、どんなんでも載せま
すということで公募したのですけど、不思議と批判が一つも無いのです。それもまたとっても
不思議なのですけど、すごく楽しいきれいな遊園地でしたよと、「思い出有難う、小田急さん有
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難う」という小田急さんに対するメッセージになっちゃっているのです。で、それを（小田急
の）トップの方が聞いて、これは非公式な話ですけど、住民の方がこんなに感激して喜んでく
ださっている遊園地だったのだとは、感激しましたということを言われたそうです。 
 私たちも、最初に言いましたように、閉園に反対はしませんでしたし、それと閉園した当初
は、小田急もそれと緑地指定している川崎市も、跡地利用は何も発表しなかったのですね。跡
地利用はこれから考えます、とりあえず閉園しますという形で。ですから反対のしようがない
わけですよ。何か建てるとかいうのなら反対、だから反対運動ではなかったのですね。名前も
「向ヶ丘遊園の緑を守り、市民のいこいの場を求める会」という形ですから。そういう意味で
も賛同を得やすかったというのはありますね。そんなわけで、小田急さんとも別に敵対的な関
係じゃなくて、会が結成されたので、川崎市の各部局、環境局とか、そういうところに全部ご
挨拶に行ったのですね。小田急さんの本社にも伺ったのです。その時にお土産を持って行った
のですね、それこそ薬袋先生が「一般的にやっぱり、普通の家に最初に行くのにお土産が必要
なんじゃないの」という普通の主婦の感覚で、しかも「岡本太郎最中」を持って行ったのです
ね。そうしたら、陳情団体を数多く受け付けていますけど、お土産を持ってこられたのは初め
てですと言われました。そういう形で、別に小田急さんが敵でもない、それと川崎市も敵でも
ない、協力・共同で向ヶ丘遊園の緑を残すためにはいろんなこと協力しようというふうな方向
でやってきました。 
 そんなこんなで、この本もすごく好評を博してけっこう売れました。すごくたいへんだった
のですけどね。とにかくお金がないものですから、自分たちで全部やって、だからとっても素
人っぽくて、手作りの香りがするのではないかと思いますけれども、懲りもせんとその年に、
実は『意見集』というのを発行したのです。今になったら、こっちの方が結構重要になってき
ました。向ヶ丘遊園がまだ開園しているころは、遊園の中をもっとよく見ようという形で、遊
園ウオッチングですとか、よその公園ウオッチングといって、よその公園どんな事例か参考に
見てみようとか、そういうことをいっぱいやって、その度にたとえポストイット 1 枚でもいい
からと必ず感想文書いてもらったのです。それがある時、私が趣味的に数えたら、１千件ぐら
いあったのです。 
 これをやっぱり、私たち寄せられた会の責任として、社会に公表する責務があるだろうとい
うことで、この本を発行したのですけど、それについても、実はこれは中央労働金庫の助成金
を受けたのですね。私たちは助成金なんて全く知らなかったのですが、薬袋先生のご助言で、
助成金があるから、駄目もとでも出してみようよとなったのですね。で、労働金庫は幸い受かっ
たのです。そこで百万円もらって、私たちすごい何か志が低いというか、お金そんなにもらっ
ちゃってどうしようということで、オタオタしたのですけど、一つは本を発行しようと、それ
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ともう一つはできないことという形で、さっきもお伝えしたように、よその公園ウオッチング
といって、いろんな全国の公園の事例を見て歩いていたのですけども、北九州市の「到津（い
とうづ）の森遊園」というのが、ちょうど向ヶ丘遊園と同じころ閉園されたのですね。ところ
が、あそこはあっという間になんと署名が 26 万も集まったのですよ。それで直ぐに北九州市が
買い取って、全面的にリニューアルして、北九州市の公園として再開するというのが、これま
たニュースで大々的に報じられたのですね。それで、そこに行こうということになりまして、
百万円は「到津（いとうづ）の森公園」に行ったのと、この本を出版したという形で使わせて
もらいました。 
 それで、この意見集、『向ヶ丘遊園跡地によせるあなたの夢・わたしの夢』2 を発行するに当
たっては、再度新聞社に、もう一度後援をお願いして、今度は市民の、向ヶ丘遊園跡地に対す
る市民の意見を募集したのです。『私の向ヶ丘遊園』はほんとうの思い出集ですから、写真です
とか文章ですとか、そういうのを中心に載せたのですけど、こっちでは意見集という形で、ど
んな跡地にして欲しいですかというのを中心にまとめました。そこで、私たちの事務局の提案
として、向ヶ丘遊園跡地は、編集委員会の提案ですね、「21 世紀のあたらしい里山に」という
ことで、緑地保全を中心として、一部都市公園的なものを混ぜたような、そういう公園にして
欲しいという提言をして、あちこちにお届けしました。 
 私たち、こういう本を発行したり、いろんなシンポジウムとか、集会をやる毎に、こういう
形で報告集とか、記録集とかいうのを作って、これもまた６・７冊になっています。そういう
のを作っては、小田急、川崎市長、それと環境局長とか、あと、係わっている総合企画局です
とか、まちづくり局ですとか、総務局ですとか、そういうところに全部持ってご挨拶に行くの
です。そういうふうにして、行政とも協力・共同の形を作ってきて、そういうのには私なんか
ではとても手が出なくて、中島さんなんかのご意見とご助力を得てやったのですけど、それが
いろんなところで、今も行政とか、いい関係を築いています。小田急さんにも、これが一言の
悪口も無かったように、やっぱりなんというのですか、友好的というとちょっと語弊がありま
すが、敵対的でない関係で、協力関係でできること何かやって行こうという形でやってきまし
た。 
 そういうように､私たちの会は、普通だと、市民運動ですと、署名運動とか請願行動とかその
くらいなのですけど、そうじゃなくて、こんなものを発行したり、シンポジウムを開いたり、
公園ウオッチングに行ったり、その都度報告集をまとめてあちこちに発信したりという、そう
いうことをやって来たのです。 
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３．川崎市の動向－ばら苑用地買収と「向ヶ丘遊園の跡地に関する基本合意」 
 
 それで、向ヶ丘遊園跡地が、その中でどう動いたかと言いますと、初めに、2001 年の 9 月 26
日に閉園が発表されたのですけど、その年の議会ですごい、年末の議会で各主要会派が全部取
り上げて、保全してくださいと言ったら、ちょうど市長選の後で、阿部市長が初めて誕生した
時なのですけど、ばら苑はとりあえず川崎市が借り上げて保全します、というような方向でま
ず動いたのです。それが初めてですね。 
 それから１・２年はいろんなことがありましたけども、大きくは動かなかったのです。その
うちに、2003 年には生田緑地の整備構想策定事業というのを立ち上げて、要するに、川崎市の
環境局の思惑としては、向ヶ丘遊園は生田緑地の中にあるけれども、向ヶ丘遊園の緑だけ守る
というのは、小田急さんに対して説得力が無いだろうと。そうじゃなくて、生田緑地全体を緑
として残すのだという、川崎市の基本計画をあらためて作成し直す中で、遊園の跡地も保全し
ようというような形で取組まれたようです。それとゴルフ場が返還されるとか、岡本太郎美術
館が建ってしまうとか、それから遊園が閉鎖されるという形で、生田緑地の中のいろんなこと
が変動したので、あらためて生田緑地の計画を見直すという時期でしたので、それを立ち上げ
ました。 
 そして 2004 年の 2 月 10 日、川崎市は向ヶ丘遊園の 4 分の 1 にあたる、ばら苑とその周辺 7.4
ヘクタールを購入すると発表したのです。向ヶ丘遊園は全部で 29.1 ヘクタール、東京ドーム 6
個分の広さがあるのですね。で、ばら苑というのは一人の地主さんが持ってらっしゃって、前
の年に亡くなられてそこで相続が発生して、ここ売らなければ相続税が払えないと。ちょうど
気運が高まっていましたから川崎市は買うことができたというふうに。結果としてここを買い
取ったというのが変化の第一歩です。 
 それで、その年の11月24日に、今度は川崎市長と小田急の社長が共同記者会見を開いて「向ヶ
丘遊園の跡地に関する基本合意」というのを発表したのです。発表された基本合意、これは一
言で言ってしまえば､向ヶ丘遊園跡地については、（川崎市が買収した以外の）4 分の 3 の部分、
ここについて地権者は、当初は小田急が全部で 58％だったのですね、それで個人が 17％、ばら
苑の地主さんが 25％、川崎市とか国が 5％ぐらいですかね。ちょっと誤差があるかも知れませ
ん。これが現在ではここの内の 8 割ぐらいを小田急さんが。厳密にいうと、個人の地権者 6 人
の方がいらっしゃって、あとは全部小田急さんが持っているという形なのですね。川崎市はこ
れ以上お金が無いから買えない、でも小田急さんと協力をして今ある緑は全て残しますと。こ
れが向ヶ丘遊園の基本合意の内容なのです。それで今ある緑は全部残します、具体的には、4
つのゾーンに分けて今後計画を進めますという形で、資料１にあるように、一番下の部分が、
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ここが緑地編入ゾーン、ここは遊園のなかでも良好な緑のあるところなのですが、緑地指定し
てないですから、ここは緑地指定をして樹林地をそのまま残しますと。 
 もう一つはガーデンゾーンといいまして、ここは緑地指定されていますから引き続き緑地指
定をして、向ヶ丘遊園の花と緑の歴史を継承しながら、一定のルールの下、市民が花木観賞や
レクレーションが楽しめることとし、人々が語らういこいの場、賑わいの場のゾーンとすると
いう形で、花木園みたいなものを作って、まあいわば有料の緑地公園みたいにして、将来開放
しますというのが計画なのですね。 
 で、3 つ目は、樹林地ゾーンといいまして、斜面緑地なのです。この辺なのですけどね。こ
こについては引き続き緑地指定の中に、緑地指定を外さないでそのまま。ここでいくと「斜面
の緑の保全を目的に、生田緑地の回遊性を配慮した整備を行う」。将来とも企業および市民が連
携して緑を育む場とするゾーンだと。 
 その 3 つはいいのですけど、最後の事業ゾーン、これはもうある意味では比較的緑が少ない
ところなのです。ここの部分はグランドで、グランドと駐車場に使っていましたし、で、ここ
は遊具があったところで、遊具を撤去しちゃった後は、コンクリートむき出しの場所です。こ
こは正門の受付とか売店があったところで、やはり緑がほとんど無いところですね。 
 まあいえば、良心的に考えたら、緑の比較的少ないところを、小田急は事業ゾーンとして開
発に使わせて欲しいというのが基本合意ですね。全体の計画は川崎市と相談しながら 1 年かけ
て決めるということでしたのですけど、1 年が結局 2 年になったのですね。 
 
◆中島 2 年経ってもまだ五里霧中で。 
 
◆松岡 それで私たちは、緑地編入ゾーンとガーデンゾーンと樹林地ゾーンはＯＫだ。だけど
も、事業ゾーンについては、何を作るか全く明らかにされていませんでしたから、ここについ
てはほんとうに心配しているよと、変な物作らないで、生田緑地にふさわしい物にして欲しい
というような要望を出して、その間もいろいろシンポジウムを開いたり、ほかの公園を見に行っ
たりしながら、それと、川崎市と小田急で計画は相談するけれども、市民は入っていないので
すね、ほんとうでしたら市民も入れて欲しいと思っているのですけれども、まあ市民は入らな
いということでしたので、川崎市に対していろんな意見書なんかを上げながら、市民は例えば、
住宅開発なんていうのは、一つも要望に入ってないわけです。だからそういうことが市民の意
見ですよというようなことを、いろんな機会をみて、話し合いをしながら待っていたのです。 
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【資料１：向ヶ丘遊園跡地活用ゾーイング案】 
 
 緑地編入ゾーン （約 5ha） 
新たに都市計画緑地として指定する区域とする。 
生田緑地の緑の連続性を担保し、散策路等の整備を行うゾーン 
 樹林地ゾーン （約 2ha） 
現行通り都市計画緑地の区域とする。斜面の緑の保全を目的に、生田緑地の回遊性を配慮した整備を行
う。将来とも企業、市及び市民が連携して緑を育む場としていくゾーン。 
 ガーデンゾーン （約 7.5ha） 
現行通り都市計画緑地の区域とする。向ヶ丘遊園の花と緑の歴史を継承しながら、一定のルールのもと、
市民が花木観賞やレクリエーションが楽しめることとし、人々が語らう憩いの場、賑わいの場のゾーン。 
 事業ゾーン （約 7.2ha） 
都市計画緑地の指定区域から除外する。周辺の用途地域を勘案し、現行の用途地域に一定の制限を加
えた土地活用を図る。既存の緑地状況を活かし、景観に配慮した土地活用を行うゾーン。 
 対象区域（約 21.7 万 m2） 
 旧向ヶ丘遊園区域（約 29.1 万 m2） 
 都市計画緑地（生田緑地）   
〇遊園の会作成（小田急電鉄ホームページより、面積記入は「遊園の会」による） 
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４．小田急「向ヶ丘遊園跡地利用に関する基本計画」 
 
◆松岡 そして去年の 1 月、基本計画書というのが出たのですね、これが 2007 年の 1 月の 26
日に発表されました。これは中心的には事業ゾーンを、3 カ所ありましたけれども、3 カ所合計
850 戸のマンションのする計画だというのが分かって、私たちほんとうにもうびっくりしたの
です。これに対して私たちは、850 戸のマンション受け入れられませんという声明を発表して、
例えば、計画中にある A 地区、生活支援集合住宅というのが、これは府中街道に面した正門の
とこなんですね。皆さんご存知の方はお分かりだと思いますが、今ボーリング場があるのです
ね、ボーリング場を潰して、そこからばら苑の正門まで幅 100 メートルで、高さ 6 階建ての、
20 メートルの建物を建てる。 
 
◆中島 間口が 100 メートル。 
 
◆松岡 間口が 100 メートルで、高さが 20 メートル。ボーリング場の上にピンが乗っているの
をご存知ですか、あのピンよりももっと高いのですって。B 地区の集合住宅っていうところが、
450 戸って書いてありますけれども、ここはまあ遊具なんかがあったところで、五所塚という、
宮前区の結構良好な一戸建ての住宅街があるのですけど、そこの目の前に 5 階建てのマンショ
ンが建つ。で、もうひとつ C 地区が、高齢者対応住宅といって、一番奥ですね、ちょうど真ん
中へんで 340 戸、ここに 15 メートルの 5 階建ての高齢者マンション、高齢者対応住宅と書いて
あるのですけど、が建つという計画が発表されたのです。 
 それで、それぞれの問題なのですけれども、Ａ地区については、大階段があるあの真ん前な
のですよ。ですから、この府中街道の手前にいらっしゃる方々は、あの大階段の桜がすばらし
いのですね、景観が。それが全く見えなくなっちゃう。しかも壁のような、擁壁のようなのが
建ってしまったら、景観も非常に悪いし、例えば、多摩病院ですとか、登戸駅のペデストリア
ンデッキ、あの辺から見ても多分ここは緑が遮られる。壁になってしまうだろうということな
のですね。 
 450 戸の部分は、この五所塚の方々の一戸建てで、今は緑豊かになっているのです。全て遊
具を撤去してしまっていますからね。そこにいきなり何メートルか離れた所にいきなり、5 階
建てが建つという形です。すごい問題だというふうに声が上がったのですね。 
 Ｃ地区の 340 戸の高齢者マンションについては、これは実は「基本合意」に違反しているの
だろうと私は考えているのです。ここにはこう書いてあるのですね。都市計画の指定区域から
除外する。ここ実は緑地指定の中なのですけども、緑地指定というのは、いろんな建物の制限
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があるのですね。例えば、緑地というのは将来公園にする予定地ですから、将来的には立ち退
きが前提ですよということなのです。だから、半永久的なＲＣ造り、鉄筋コンクリートは建て
られない。それと地下室は駄目。川崎でいくと 3 階以上は駄目、但し、メートルの高さの制限
は、そこの用途地域に応ずるので、決まっていませんけどね。そういう制限があるのですよ。
ですから、例えば、マンションなんかが建てられないのですね。緑地指定の中だから。だから
そういう意味で緑地指定を外すということになるそうです。 
 で、次なのですね。周辺の用途地域を勘案し、現行の用途地域に一定の制限を加えた土地活
用をはかるということなのですけど、ここでは分かりませんけれども、ここの用途地域は、実
は一種低層住居専用市域なのです。一低層といって高さが 10 メートルの地域なのですよ、それ
が現行なのですね。だから 10 メートルの用途地域に一定の制限を加えた土地活用といったら、
10 メートル以下でなければ駄目ですよね。それが 15 メートルになっているのです。これは基
本合意違反だろうと言ったら、環境局とか川崎市とか小田急にはそういう認識が無くて、ここ
の文言は、実はこの 450 戸の事業ゾーン、用途地域でいいますと、ここだけが一種低層住居、
要するに 10 メートル、普通の一戸建てかせいぜい 3 階建てぐらいしか建たないところなのです
ね。ところがここまで二種住居専用地域といいまして 20 メートルのものが建つのですよ。それ
は何故かといいますと、遊園地でしたから、観覧車ですとか高いものを建てるのに、そのくら
いの高さ制限でないと建てられなかったので、この辺だけそうなっていたわけです。ところが
周辺に二種住居専用地域ってほとんど無いですね。ここだけ例外的に高いものを建ててもいい
と。ここだけ 20 メートルの地域。最も厳密には、幹線道路沿い、あの大道路、幹線道路沿いと
いうのは、商業地域ですから、高さがまた全然違いますけども。住宅地の中ではここは珍しい
例外的な地域なのですね。ですから、多摩区の都市マスタープランという、多摩区の都市計画
を立てる市民委員会みたいのが立ち上がって、まちづくり局がやった委員会があるのですけど
も、その中でもここは例外的なものですから、一種低層住居専用地域、一低層に戻せという提
言があったくらいなのですね。ですから、ここが 20 メートルなのです。20 メートルの地域で
はあるけれども 20 メートルは建てないで、全体としては 15 メートルに抑えてあると。だから、
現行は 20 メートルですから、現行の用途地域に一定の制限を加えたら 15 メートルで、ほかの
部分はいいわけです。基本合意通りのものが建っているのですよ。本来 20 メートルのものが建
てられたけれども、15 メートルに抑えてある。ところがここは、本来 10 メートルのものしか
建てられないのに、15 メートルが建っている。と言ったら、その事業ゾーンの説明は、ここの
説明で、ここはそうできてなかったと言うのですね。だけど、事業ゾーンの説明といったら、
ここは例外だよとちゃんと書いて置かなければ文書は一人歩きするので、事業ゾーン全部に及
ぶだろうということで、意見が食い違っているのですけどね。 
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◆中島 まあ、20 メートルのところを、市民ならびに我々の会も含めて、緑を突き抜けたもの
は駄目よといったところ、必死になって、20 メートルでいいところを 15 メートルに抑えたほ
うに議論が集中して、こっちは見落としているのだよね。なかなか認めませんけどね。 
 
５．川崎市環境アセス意見書提出 
 
◆松岡 まあそんなわけで。ただね、こんな生田緑地のど真ん中で、しかも、緑地指定されて
いるところに、住宅街がぐっと入り込んでいるという、今はここ全部緑地指定されていますか
ら、住宅建たないのですけど、まあいわば緑地を、こちらは指定する替わりに、こちらは外す
と。そうすると、だけど緑地の中に住宅地が入り込んでくるようになってしまう。しかも、こ
んな過密なものが建ったら、例えば、近隣の小学校とか、保育園とか、幼稚園なんかも満杯に
なるでしょうし、それと、この辺の排気ガスも、遊園が閉園したら、この辺の排気ガスぐっと
下がったのですね、大気汚染が。それがまた、再び戻ってくるでしょうし、それと交通渋滞で
すね。開発に当たっては、ここに大きな道路を造るのですけど、ここは行き止まりなのですね。
ですから、この辺の住宅が建ったとしたら、全部ここに集中するのです。そしたら大混雑を起
こすだろう。そういうのも含めて、私たちは、この基本計画が発表されたのはアセスの環境影
響評価方法書というのに着手するという形でね。 
 川崎市は、話が前後しますけど、環境アセスというのが、全国で珍しくあるとこなんですね。
しかも、範囲がすごく狭いのですよ、1 万平方メートル以上。普通だと、東京なんか 10 万平方
メートル以上とか、そういう単位だそうですけど。そういう意味では進んでいるのですけど。
あんまり役に立たないのですけどね。アセスの方法書に着手するというか、アセスの方法書と
いう形で計画書が発表されるのですね。それが、こんな分厚い本で発表されるのですよ。これ
が出されたのが 2 月 16 日で、3 月の 1 日から 19 日の間に意見書を出せというのですね。だか
ら、まず分析をして、それを出すという作業がすごく心理的にたいへんだったのですけど、そ
れをでも一生懸命私たちも分析をして、いくつかの問題、さっき言ったように、大気汚染の問
題、それとコミュニティの問題、あと交通混雑の問題、それから景観の問題。さっきも中島さ
んが言われたように、稜線といってこう山がありますよね、そこからは絶対に出ない計画だと
いうのですよ。そういう意味では、タワーマンションみたいな計画ではないのですね、全部 5
階建てですから。稜線は出ないようにはなっているのですけど、でも、近くから見たら、850
戸といったら、相当な、一つの大きな町ができてしまうということになりますよね。いくら稜
線からはみ出さないといっても、あちこちから見えたら、それはそれで、すごい景観破壊にな
りますから。そういう意味でもやめて欲しいと。それと、直ぐそばのばら苑から見たら分かる
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ように、周りになんにも建物見えない、全部緑に囲まれたばら苑ですね。それがいきなり都会
的なものが見えちゃったら、これもすごく景観破壊になるだろうというのも含めまして、そう
いう形で、私どもも市民の方々にぜひ意見を出してくださいとお伝えしました。そうしたら、
541 名の方から 3786 通、ほとんど反対、あの計画には反対ですという形で。これが意見書なの
ですけど、これだけあるのですね。そんな形でまあいえば強力な反対意見が出たのですね。 
 
◆中島 予想外だったのでしょうね、それはあの環境評価としても小田急としても、これだけ
市民から反発があると考えていなかったと思うのです。 
 
◆松岡 そういう形で、次には環境影響評価の準備書というのが出るのですね。これまたこん
な電話帳ぐらい分厚いのですけど、そこで詳細計画が発表されるのです。例えば、聞くところ
によると、全部 5 階建てでもなさそうで、この辺は 4 階だとか、いろんな話があるのですよ。
でもこれだけじゃ分かんないじゃないですか。ところが準備書では、具体的な立体模型も含め
て、ＣＧですか、３Ｄでしたっけ、そういうものも含めて、全部詳細計画が明らかになるので
すね。それにほぼ 1 年かかると言っていたのですが、これが出たのが去年の 1 月で、未だに何
も出ていない。 
 
◆中島 本来ならば 12 月ころには準備書が出る筈だったのです。それが 3 月になりますといっ
て出なくて、5 月ぐらいといって出なくて、秋だといって出なくて、もう恐らく年内出ないと
思う。あとでまた話しますけど。 
 
◆松岡 そうですね、川崎市さんなんかに聞くと、小田急さんは市民からこんなにいっぱい意
見出ちゃって困っているのですよというのですけどね。 
 
◆中島 それが半分で、一つはご承知のようにマンション事情が非常に悪くなっているから、
作っても売れないという……。 
 
６．藤子ミュージアムの計画 
 
◆松岡 というので、どうも計画を一生懸命見直しているか、考えていらっしゃるようです。
それと、また話が前後しますけれども、これは向ヶ丘遊園跡地の小田急さんの計画と全く別に、
藤子ワールドの計画が、ある意味で降ってわいたように出てきたのです。で、結果として向ヶ
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丘遊園跡地が、ここでいきますと、この基本合意の中の 2 番目ですね、「アートワークの立地場
所は生田緑地内を有力な候補地とし、立地に当たっては、充分緑と環境に配慮する」というこ
とがありまして、生田緑地内のどこかなと思っていたら、向ヶ丘遊園のプール跡地だったとい
うことが一時発表されて、ところが、先週の市議会で、引っ越しますという、しかも、生田緑
地内でちょっと場所が未定で、今年の 12 月に発表しますということなのですね。 
 で、アートワークスの基本合意の 3 番目になりますが、開館時期は 5 年以内を目途に、でき
るだけ早期実現を目指し、双方努力するという形で、一番下に川崎市長の阿部孝夫さん、藤本
正子さんというのは藤本弘さんの未亡人の方です。それと藤子プロの社長の 3 名の署名捺印入
りの基本合意書が交わされているのですね。ですから、開館時期は 5 年以内ですから、2011 年
までには絶対造んなきゃ違反になるわけですよ。そんなことで、小田急さんの計画はいつにな
るか分からないけどこれは絶対造らなきゃいけないのですね。そんなわけで、もしかしたら小
田急さんの計画と独自で造られる可能性があるのですね。 
 小田急の計画とかは、環境局ですとか、まちづくり局が主に係わっているのですけど。この
アートワークス、藤子・Ｆ・不二雄、私たち「ドラえもんの展示館」といっているのですけど、
分かりやすくいって、それは総合企画局という別の局がやっているのですね。そこが中心で、
準備室を作ってスタッフを 5～6 人専従に置いてやってらっしゃるようです。 
  そんなことでね、これは岡本太郎の教訓を得て、緑を切り崩さないで済むところに造るとい
うふうなことを言っているので、しかも、ドラえもんというのは割といいキャラクターですし、
それともう一つ、なぜここにできたかというと、藤子不二雄さんは、実は多摩区に 35 年間お住
まいなのですね。で、ご存知のように、藤本弘さんと我孫子素雄さんでしたっけ、お二人いらっ
しゃって、藤本さんが 10 何年前に亡くなられて、遺品 4 万点を寄付するので、それを保全する
ような展示館みたいなのを造って欲しいという申し出があったのですね。ところが 10 年間紆余
曲折がありまして、一時は出身地の高岡市のほうに、あっちに行くというお話があったりした
のですけど、やっぱり川崎がいいと。最初川崎市はラゾーナを薦めたらしいですね。まあ都市
型の施設ですから。でも、奥さんが緑のある場所がいいということで、向ヶ丘遊園跡地という
ふうに落ち着いたのですけど。どこに行くかちょっと分かんないですけど、向ヶ丘遊園も生田
緑地内なので。引き続き向ヶ丘遊園跡地という可能性もあるのですけど。そういう形でこれは
確定で、私たちも別にこれについては、変なもの作らなければ別にいいだろうという形で。 
 一昨日たまたま「子育てまつり」という、多摩市民館挙げての子育て支援のイベントがある
のですけど、そういうところでアンケートを取ってね、ドラえもん来ますよと、するとほとん
どの人が、うれしいですね、ほんとうですかと、すごく若い皆さんが歓迎されますね。で、ど
んなのがいいですか、何でも書いてくださいとポストイットでやったら、120 件くらいの意見
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が集まりましたので、これで 3 回目くらいなのですけど、また意見を集めて、川崎市に持って
行こうと思っていますけど、そんな計画もこの中にあるという形になっています。そんなこと
で、まとまりのない話でしたけども、ざっと概略はこういうことです。 
 
◆中島 いまの話のですね、意味がありますね、最後の説明のところは。なぜかといいますと、
私どもは、事業ゾーンが勝負のところと思っていますから、ここで決着をつけるつもりでいる
ところへもってきて、言ってみれば我々と違う考え方の原案が出ている。修正をしろという形
で向こうも、さすがに小田急も困りまして、我々だけではなくて、いっしょに、具体的な開発
計画といっしょに出したのですね。ところが、今言ったように、小田急はもう困っていますの
で、かといって「ドラえもん展示館」は後ろが決まっていますから、我々としてはドラえもん
は先にやれと、切り離してやらないと困るのではないですかということを言っていたのです、
なかなかそれが踏ん切りがつかなくて、あれだったのですけど、正式に議会で「先行します」
ということを言ったもので、恐らく小田急の開発計画は大幅に変わるかですね、極端な場合に
は立ち消えになるかですね。これは非常に面白いところだと思っています。まあ、立ち消えと
いうことはないでしょうけれども、それこそ劇的に変わることも考えられますからね。非常に
我々としては興味のあるとこなんです。 
 
７．緑地交換と私有地部分の整理について 
 
◆永江 概略のご説明をいただいたということで、参加者からご質問の方を。まずは泉さんは
藤子ミュージアムについて、登戸の地域コミュニティとの連携活動をなさっている経緯から、
お詳しいのではないですか？ 
 
◆泉 藤子プロのほうは、登戸周辺の商店街と組んで、街おこしできればいいなと思います。
いつまで経っても具体的な話にならないので、どうなっているのだろうと思っていました。 
 
◆松岡 そうですね。 
 
◆泉 で、細かい話になって恐縮ですが、緑地交換で、緑地ゾーンとマンションゾーンとの交
換の話というのは、ここも結局案は出ているがまだ実際に交換されているわけではないのです
か。 
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◆松岡 ないのです。 
 
◆中島 でも、その基本は動かないと思いますよ。我々としてみれば、よく緑地を残すという
意味で頑張ったなという評価はあると同時に、なぜ事業ゾーンで、勝手にね、小田急が勝手に
できるような譲歩を市がしたのだという、そういう不満があって、それについては、さっき事
務局長が言いましたように、現行の規制を超えない範囲でやれという注文をつけています。そ
れがどんな形になるのか。さっきの話につながりますけれども、非常に我々が、今、関心を持っ
ているのです。 
 
◆泉 個人の地主さんというのも残っているのですか。 
 
◆松岡 残っています。さっきちょっとお話しましたけど、大体あちこちに、実は土地が散ら
ばっていたのですけど、全部等価交換かなんか分かりませんが、小田急と全部交換して、全部
ここに寄せたのです。そんなことで 6 人……。 
 
◆中島 正確には 8 名です。8 名いて、全部それは小田急がすでに交換をして、登記が完了し
ているそうです。 
 
◆松岡 それと、緑地交換の話ですけど、日本のというか、川崎市っていったらいいのか、そ
ういう都市計画というのは、事業所が出した計画に合わせて変更する。それもほんとうはおか
しいのですけどね。ほんとうは全体の街はこういうことだから、ここにはこういうのをと。横
浜なんかは、結構そういうので、どこかが出した、京急だか東急が出した開発計画を認めなかっ
たというのがつい最近もありますけど。川崎はだから、緑地交換するにしても、都市計画変更
するにしても、小田急さんの計画が出なければ分かりません、みたいなことを言っているので
すね。 
 
◆中島 口実ですよ。 
 
◆松岡 ただ、ここについては一定の、川崎市も誘導をしたみたいで、5 階以下でなければ駄
目というのはあるのですけどね。 
 
◆永江 等価交換の話ですけど、それは近年行われたものですかね。私、以前小田急の鉄道資
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料館の所長をやっていた方から話をうかがったときには、遊園敷地内に、私有地の借地が相当
分散していたらしいとうかがったのですが。 
 
◆松岡 そうです。昨年か今年の話です。ばら苑もね、実はここは一人の地主さんの所有に、
市が買い取ったときにはなっていたのですけど、実はかなりバラけていたのですよ。それで、
2001 年に返してくれという話があった時に、等価交換をして、全部一ヶ所に寄せたということ
を聞いています。ですから、今回もその手法を使ったということがありますね。ですから今年
か去年のことですかね。 
 
◆中島 登記が済んだのは、恐らく今年だと思いますよ。 
 
◆泉 交換の時に、こうやって寄せられないと駄目なのですか。 
 
◆中島 いつ相続が発生するか分かりませんからね。ただ、問題なのは寄せた順序があるわけ
ですよ、それは。端から順々に相続が発生するとはかぎりませんからね。それどうするのだと
いう話が出るのですけどね。  
 
◆松岡 それと、買い取るには緑地指定しておいたほうが買い取りやすいのです、市としては。
だから、先行して緑地指定したらどうですかということを今言っていますけど。 
 
◆中島 会としては、そういう意見をぶつけて、少し揺さぶってやろうと思っています。 
 
◆永江 借地が多い遊園地というのは僕は珍しいと思う。ほとんどの遊園地が、横浜のドリー
ムランドもご存知だと思うけど、あれは全て買収されていて、途中で、経営が悪化して行く過
程で、切り売りで住宅地にして行った経緯がありますね。で、ディズニーランドは、もちろん
埋立地を千葉方式で全部買収してからのものですし、それから、遊園地の経営というのは、ほ
とんどのところが、経営が悪くなると、少しずつ細切れに、用地を売却して、景観が悪化する
というのが多かったのですけど、向ヶ丘遊園の場合は、それが借地が中に入り込んでいた関係
で、全体としての開発が難しくなってしまった。小田急の立場から見ればですね。それが幸い
して全体の緑地が残るという非常に稀なケースだったと僕は思っています。 
 
◆松岡 そうかも知れませんね。遊園地跡地の 22 ヘクタールが少なくとも緑と市民に開放され
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る公園として残るというのは珍しいです、ほんとうに。それと、なぜかというと、やっぱり緑
地指定がかかっているからですよ。他はね、ほとんどそういうのがかかってないですから、だ
から、担当する部局も、川崎の遊園の場合は環境局の緑生部ですから、緑を守る部署なのです
ね。ところが他のところはみな建設局だったり、まちづくり局だったりという形で、開発系の
部局が係わるのですね。そうしたわけで、ほんとうに珍しいです。 
 あと 30 ヘクタールというと、奈良の「あやめ池遊園」、それとドリームランドもそうですけ
どね。あやめ池はほとんど開発系になっている。私も先月現地まで見に行ったとこなんですけ
ど、池は残るのです 10 ヘクタール、だけど他は全部ショッピングセンターを誘致して、一大
ショッピングセンターを駅前に作って、あとスポーツ施設とか病院ですとか福祉施設とか全部
誘致して、あと、マンション 2 棟と一戸建てという形で決まったみたいです。もう緑がバサバ
サバサと無くなっちゃった。 
 
◆永江 先月宝塚も行ってきたのですが。ファミリーランドの跡地は全部商業施設になってい
ますね。 
 
◆松岡 そうなのですよ、あそこもほんとうにほぼ全面開発に近いですから。だから緑が残る
というのは、なかなか至難の業です。 
 
◆中島 そういう意味では、川崎の力の弱い環境局がよく頑張ったと思いますね、ここだけの
話だけど。 
 
◆松岡 そうです。基本合意はなかなか優れていると思うのですね。今それこそ、さっき言っ
たように緩和型なのです全部。その 15 メートルのところを 45 メートル建てていいよと。さっ
き言ったように、こう敷地を狭くして、その分上にサービスというのは緩和型で、ああいうタ
ワーマンションが続々できる。ところがここは珍しく制限型なのですね。全国でほとんど無い
のですよ。だから、そういう意味でも基本合意がなかなか貴重な合意書だと私たちは思ってい
ます。 
 
◆中島 事業ゾーンが問題だけど、しかし、よく頑張ったと思いますよ。 
 
◆松岡 事業ゾーンも制限型ですからね。その、現行の用途地域に一定の制限を加えて土地活
用ということに一応なっていますから。 
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８．パブリックとソーシャル 
 
◆永島 お話を興味を持ってうかがいました。少し理屈っぽくなるかも知れませんが、 私自
身が常々考えている「パブリック」というものをどうやって確保して行くかという問題と関わ
らせてみたいと思います。考え方としては、官と民があって、「官」はお役所であり「民」は民
間人、経済の分野でいえば「政府」か「民間企業」かという、この 2 つのセクターにくわえて、
多分 3 つ目のセクター、簡潔にいうと NGO・NPO があるということになるのかと思います。
この 3 番目のセクターが、おそらく「パブリック」を形成する上で重要なのだろうということ
を、常々頭の中では考えていました。今日は、まさにその市民団体と一言で言ってしまえば簡
単ですけど、それを立ち上げて運営して行くプロセス、官と民間企業とだけのプロジェクトだっ
たものにどうやって住民たちが集まって発言権を確保していくか、そのあたりの実際のお話を
伺うことができたのだと思います。 
 今「パブリック」と言いましたけれど、別の言葉で言えば「自治」、自分たちで空間を作り上
げそこに住む、ということになるのかと思います。さきほどの官と民でいえば、官のほうは実
は民主主義国家ですから、地方議会もある。住民の代表であるはずの議員さん（川崎市であれ
ば市会議員）たちもいる。そうした公式の地方自治のルートは、今どういう状況でしょうか。
例えば、こういう動きをする中で、市議会とか政党との連携のような関係はあるのでしょうか。 
 
◆中島 非常に複雑でしてね、私も決まった一つのあれを持ってないのですけど。一口で言う
と各会派の中でも、会派毎の色彩がありますね。同じ会派の中でも温度差というか差があるわ
けですよ、その辺を問題によってどう使い分けるかというあたりが、私はポイントだと思って
います。そういう意味では、最近の市民団体は非常に賢くなっていまして、こういう問題はこ
こから攻めればいい、この問題はこの会派からやればいい、この話は市長に要請をする、場合
によっては脅かす‥‥のが、このルートを使えばいいという、そういう形でやるように市民団
体の活動はなっているのですよ。それにはもう少し、ほんとうは理論的な何かが見つかればい
いと思っていますけども、これはちょっと今のところ私の頭の中ではまとまってないですが。 
 ただ、昔とかなり役所も違っていましてね、弱い者には依然として昔のように威張っていま
すけども、最近はですね、そうでないところには、かなり本気で話をしようというのが見えて
いますね。 
 
◆松岡 そういう意味では私も、今も先生のお話をうかがって、確かに官と民というか、官と
企業の中に食い込むというのはなかなかたいへんで、やっぱり粘り強く幅広く、そういった世
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論を背景に、そういうのがあるからこそ受け入れてもらえるというのがありますね。それと私
なんか市会議員さんと、あまり付き合いが無かったので、よく分からなかったのですけど、やっ
ぱりほんとうに官僚主導というのは感じますね、官僚主導。 
 ただ、その中でこういうことは聞いてはっきりさせちゃいたいというのは、私は超党派です
から、どの会派にもお願いできるというルートが全部ありますので、その時々によってお願い
して議会ではっきりさせちゃったりします。逆にいうと議会ではっきりさせちゃうと具合悪い
というのもあるのですよ、そういうのはあえてお伝えしないとかね、そういうところ辺のとい
うのは、なかなか微妙な判断のところがありますよね。 
 
◆永島 小田急線の高架化のときも反対運動がありましたが、結局最後は、中央政府の政権が
変わったことで挫折した部分があったように思います。政権交代にともなって建設大臣も代わ
り、住民の反対運動にある程度理解を示していた人が辞めたことにより、事業が進むことになっ
た。こうした住民にかかわる諸問題は、日常我々がテレビ討論なんかで見るようなレベルの政
局の話とも、乖離しているようでじつは関係している。「政治」ですよね、いずれも。自治とい
うのは、自分たちで政治をするということですけれど、なかなか難しい問題があるのだなと、
そういうことを感じました。 
 
◆中島 社会全体の動きは、地方議員にしても何にしても進んでいますが、なかなか実態がつ
いて行かない部分が多いのですよ。で、やっぱり、一つは官も民もお互いにもっと成熟しない
といけないのでしょうね。 
 
◆松岡 今の民というのは、まさに市民のことですけどね。 
 
◆中島 でも、かなり成熟度は上がっていますからね、今は。私もそういう意味では変わりま
したから。最初の 15 年ぐらいは、もう喧嘩専門ですから。遊園の会の代表で挨拶に行った時に
言われたじゃないですか、「中島さん今日は何の宣戦布告ですか」と。今日は宣戦布告ではない
のですよ、応援ですよといった。 
◆松岡 なかなか微妙な問題ありますよね。遊園の問題だから一貫して、敵対する必要がなかっ
たというのが実情ですけど、やっぱり市民の皆さんの中には、いろんな具体的な生活を見て、
行政に対する不満っていっぱいあるわけですよ。だから、行政と見たら文句をいって、敵だと
いうふうに思うというとこら辺は、それだけではないだろうということで、市民も成熟しなけ
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ればならないのではないかというふうに思いますね。それだけで見ちゃうと、また見えてこな
い部分もありますし。 
 私たちも、褒めるのはなかなか難しいのですけど、でもこの基本合意なんか、すごく評価す
るわけですよ。ところが、そんなもん評価すべきじゃない、何が何でも評価すべきじゃないと
いうような意見があってみたり、という意味ではなかなかバランスを取るのが難しいですね。 
 それと噛み合わないかも知れませんけど、自治ということとは違うかも知れませんが、他人
の土地に対して、何しろ、こうしろということは、言えないのではないかという意見はまれに
あります。でもそれも、薬袋先生なんかそういうのは得意で、全世界的な観点に立てば、強力
に私有財産権が強いのはそれこそ日本ぐらいで、あと、先進国ですけどね、ヨーロッパとかア
メリカというのは、土地はある程度公共のものという概念があると。そういうことに立てば、
そうじゃないだろうというのは、私たちも学習しました。そこら辺はやっぱり根強くあります
ね。一昨日も偶々、「人の土地なのにマンション反対だとか、あれ作れこれ作れとは言えないの
じゃないですか」、という人が一人だけいらっしゃいましたけどね。 
 それと、ここはある意味で、公園、遊園地でしたからね、皆で使っていた場という意味では、
しかも小田急さんというのは、企業というのは社会的な存在ですから、そういう意味では皆の
いいように、市民が平和に、皆がいいようにというのを考える責任もあるのではないですかと
いうのはお伝えしていますけどね。 
 
◆永島 まさに「パブリック」というか、「ソーシャル」ということですね。 
 
◆松岡 そういう意味ではほんとうに、日本の土地の私的権利がすごい強いというのは、いろ
んな問題の妨げに、日本の国のまちづくりを考える中では、大きな妨げになっているのだろう
なというふうに思います。 
 
９．川崎における市民運動の担い手と多様性 
 
◆小西 私も、跡地の隣のマンションに住んでいたことがあって、あのマンションができる時
は大騒ぎで、さらに私もマンション自治会の役員を順番でやらされていた時期だったので、川
崎市との話し合いだとか、やらされたような感じで、あの時も、相当いろんな要望を出したの
ですけど、結局潰されたようなのですよね。 
 
◆松岡 それは、マンション計画に対して、市民の意見が取り入れられなかったと言うことで
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すか、それとも、自治会の中で潰されてしまったということですか？ 
 
◆小西 うちのマンションを先導してくださったのは、あの辺の中心になった方なのですが、
うちのすぐ横の隣接地にあるマンションだからということで、マンションの人に持って行って
もらいたいということで、ここをこうしてもらいたいとか、いろんなことを言ったのですけど、
何一つ入れられなかったというのが実態で、こんなもんなのかなという印象を持ってしまった
のですけど。 
もちろん、その、例えばこの辺、五所塚ですとか、ほんとうに、直接的にそんなものが建って
いることで被害を受けたり、影響を受けたりという人たちが、自分たちの問題として関わるの
は、何となく分かるような気がするのですけど、それだけだったら、なかなかこういう大きな
計画は行かないと思うのですね。で、コミュニティということを考える上で、もっと広い意味
で、川崎市民とかもっと広いメンバーシップがいるとか、それも、単にメンバーがカンパをす
るとかだけじゃなくて、もっと積極的に興味を持って、関心を持って入ってくるような人たち
がいらっしゃるのかなと。 
 うちのマンションの場合、メンバーとして入っているけれども、結局しょうがないやという
あきらめの気持ちで、ああいう形で潰れちゃったというふうに思っているのですけども、もし
これが、こんな形でうまくやっているのならば、どういう人たちがメンバーになっていて、ど
ういう形で係わっているかということが…。 
 
◆中島 遊園の場合は、向ヶ丘遊園という 75 年の歴史があり、緑が豊かで、皆で楽しんだとい
う、これがやっぱり一番大きくて、私もいろんなことをして来ましたけれども、遊園の問題ぐ
らい、言ってみれば楽だというわけではないですけど、恵まれた闘争はないですね、私の経験
の中で。 
 ということは、やはりいろんな人がいるわけですよね、例えば、今のマンションの話と同じ
ように。私どもはマンションじゃなくて、普通の住宅街に住んでいますから、住宅街のある一
角で問題が起きる、マンションができる、緑が潰されるという時に、必ず周辺の人は真っ先に
参加してくれるわけですよ。それをできるだけ大きい範囲で仲間を増やしてやらないと力にな
りませんので、どういう形で呼びかけてという形で。私は経験上でしかできないので、まだ理
論が無いのですけど、今思っているのは、やってきたのは、やはり粘り強い説得しかないです
ね。 
 結局、あるところにマンション建ちますよね。周辺の人は真っ先に当然反応しますけど、同
じ町会、自治会の中でも、離れていると俺は関係ねえやって話になっちゃうわけですね、それ
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を、地域・まちづくりには、そうではないですよ、皆でやろうよということを、どれだけ、やっ
ぱり粘り強く、辛抱強く話をして、納得をしてもらうかということだというふうに、私は思っ
ていますけどね。 
 そういう意味では、遊園の話に戻りますけど、確かに中心になっている人は、一番直接関係
のある人、典型的なのはうちの事務局長ですけどね。 
 
◆松岡 いや、あんまり関係ないです。裏山ですから、何も見えない。 
 
◆中島 昔から関係あるでしょ。 
 
◆松岡 思い出はね。 
 
◆中島 だけど中には、もう純粋に、あまり直接関係はなくても、理念的に、まちづくりとか
そういうもので積極的に参加をしてくれるっていう人が、今は昔に較べて、はるかに増えてい
ますね。これはやはり、僕はその言ってみれば社会の成熟だと思っていますけど。 
 そういう意味で、比率は分かりませんけど、遊園の場合には、直接利害関係のある人、それ
から利害じゃなくて、非常にその、昔の思い出で何とかしようと思っている人、それと全く関
係なくて、思想･信条とは言えない、それに近い形で積極的に参加している人という、言ってみ
れば、私が多彩だと言っていることは、そういう人がたくさん集まってやっているのがうちの
会の特徴だろうと、私は思いますね。 
 
◆松岡 私の実感としては、最初はやっぱり近隣の方が多かったです。でもね、例えば中島さ
んなんかね、逆に、「中島さん全然離れているのに、何で参加するのですか」と言われたそうで
すけど、最初に言ったように、これはここの近所だけの問題じゃなくて、緑地の大きさ、重要
な位置づけから言って、川崎市全体、ひいては首都圏のまちづくりの問題だという認識になっ
て来ているのですね。ですから、例えばね、川崎って細長いじゃないですか、これがそうです
けど、こっちが北で、こっちが南ですよね。全くこっちは臨海重工業地帯で、こっちは結構住
宅街で、分断されて要求も全く違うわけですよね。 
 南部にね、大きな市民団体であの「川崎公害の患者の会」っていうのがあるのですよ。その
人たちも、あそこも環境なのですね、公害っていうのは住環境ですから、環境という意味では
いっしょだから、僕たちは南部を中心にやってきたけど、交流しませんかっていう形で、お誘
いを受けるのですよ。それでね、もう一つはね、川を越えた向こうの狛江市でね、何かこの辺
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に、生田緑地というのは、戦争中に、昭和 16 年に、防災緑地として緑地指定されたのですね。
それはね、首都圏全部を、もっと前に、明治時代にね、ぐるっとこう首都圏を、皇居を中心に
緑で囲もうという計画があったのだそうなのですよ。それの名残りなのですね。あと井の頭公
園とか、何とか公園とか、東京の都市型公園はみんなそうだそうですけどね。そういう意味で
残っている多摩川緑地という、狛江市にあるのですけど、そこもどこからか聞きつけて、面白
い活動やっているから、話に来てくれと言って呼ばれて、それがまた広がって行ったり。それ
から参加する人たちが多様ですから、政党関係も。政党関係で支持する人っていうのは、結構
自分のお友だちが各党とも多いのですね。で、そういうお友だちがお友だちを呼んだりみたい
な形で。ただね、どこにも書いてありませんけど、個人会員 800 名ぐらいいらっしゃるのです
よ。で、会費は無いのですね。だから、正確な登録無いので、あんまり厳密にしなくてもいい
わというので、名簿は一応あるのですけど、確かね、半分は川崎市外の方ですね。市外の方が
半分ぐらい。川崎市は多摩区が中心ですけど、川崎全域にまたがります。向ヶ丘遊園のばら苑
が、川崎市が借りて最初にやった時に、あの中で署名とカンパをさせてくれたのですよ。これ
もすごい例外中の例外で、今、絶対させてくれません。公園の中でカンパ集めるのなんかとん
でもないというのが、そのうち行政から出てね。 
 
◆中島 あの時にはね。どさくさに紛れて我々も。 
 
◆松岡 物凄い勢いで、できたばかりですからね。すごいですよもう、入ってくる入場者の 7
割ぐらい署名してくれたのです。そんなこともあって、やっぱりそれも、すごく広がり、そこ
で、私も入りたいわというので。ばら苑来る人って、結構首都圏から。ちなみに、ここの生田
緑地を中心に、生田緑地の中でもちょっと外れて、遊園を中心に、半径何キロでしたっけ、10
キロでしたっけ、300 万人なのですって、こう円を描くと、ここを中心にこういうふうに円を
描くとね。ところが川崎市民はその内 90 万人しかいない。あとの 210 万人は横浜と東京なので
すよ。その人たちが皆集中しますから。ばら苑で署名したついでに、私も会に入りたいという
人いらっしゃるから、私 800 人の内、面識ある人ってどれくらいいるかちょっと分かんないで
すけどね。 
 それと、その 70 団体のネットワーク、これはまあ多摩区中心。「のぼりとゆうえん隊」とか
「ぐらすかわさき」ですとかですけど。他の北九州市だったりというところも一部あります。
そういう形で、問題の性格からして、マンションみたいにごく周辺の問題だけじゃないのです
よ、向ヶ丘遊園の跡地の問題というのは。 
 そういう意味では、私たちもだから、この「閉鎖された遊園地」で太字で書いてあるところ
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は、具体的にいって、向こうで保全運動とか反対運動があるところは、全部交流をして、署名
の交換とか、意見の交換なんかもしてきました。そういう意味では、全国股にかけて、遊園問
題に取組んでいます。 
 で、向ヶ丘遊園の跡地問題というのは、一つは緑を守るという環境問題であり、もう一つは
閉鎖された遊園地で、2 つの側面があるのですね。両方の側面からアプローチをされてきます
ので、ほんとうに多彩な方々が参加をされています。そこら辺がだからちょっとかなり特殊で
すね。 
 
◆小西 地域をどういうふうに作って行くかという話し合いのなか中、交渉をして行く…。 
 
◆松岡 そうなのですよ。ちなみに、3 年ぐらい前に、登戸商業ビジョンというのを、経済局
がやって立ち上げたのですね。その残党が、残党というと言葉が悪いけど、「のぼりとゆうえん
隊」なのですよ。そこもね、向ヶ丘遊園が閉園して、登戸と遊園駅前の商店街がすごい地盤沈
下したと。それを再活性するために、どうするかという、経済局が立ち上げて、市民も参加を
して、それで、私も参加をして残党に参加をして、隊にもメンバーに参加していたら、今度は
まちづくりをアートでやろうというのが、その、隊が一昨年やった多摩館サヨナラパーティと
いって、隊が中心になって、岡本太郎美術館とか多摩区役所ですとか、何かすごいたくさんの
ところが入ったのですね。主催が、「のぼりとゆうえん隊」ですよね、共催が多摩区役所、協力
が岡本太郎美術館・登戸小学校・登戸区画整理事務所・多摩区社会福祉協議会・まちづくり公
社・登戸町内会連合会・商店街連合会、それで、後援が川崎教育委員会・川崎市商工会議所、
それで、参加団体が、これが市民団体で 25 団体あったのですね。そういうところにも呼ばれる
わけなのですよ。 
 だから遊園の会というのは大体ね、あちらからお誘いがきてそこに参加をすると、またそこ
で広がっちゃうというような形で、どんどんどんどん広まって行った。で、署名用紙なんかも、
とんでもないところで、何でそんなところまで行っちゃっているのという一人歩き。一人が貰っ
て行ったら、自分でこれはすごいやと、やんなくちゃいけないと思う方が多いらしくて、自分
でコピーして、どんどん配って行っちゃったりする、という形で広がってきましたね。 
 ちなみに、向ヶ丘遊園閉園の年、2002 年の 3 月 31 日に、登戸駅前で署名を 4 時間だけやっ
たのですね。それに 3 千の署名が集まったのですよ。それは川崎市の市民運動始まって以来だ
ろうと、最近更新されたのですよ、何だと思いますか、横田めぐみさんの救済、あれに負けた。
勝負やったわけではないですけどね。それくらい皆さんに認知された遊園地だっただけに、市
民の関心が非常に高い問題だったということですね。 
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 ほんとうに向こうから、うちの会にもというので、こういうところに参加しませんか、こう
いう委員会があるから、遊園の会は必要なんじゃないか、参加しませんかといって、向こうか
ら。例えばね、生田緑地なんかに、川崎市の広報がありますよね、「川崎だより」という、あそ
こに生田緑地の特集をしたいので、環境局に、総務部ですか、広報課から川崎市の環境局が管
轄ですから、当然こう照会が来るじゃないですか。そしたら環境局がね、俺たちよりも遊園の
会のほうがよっぽど詳しいから、そっち行って聞けって回ってきたりするのですよね。 
 そんな形で、お陰様で皆さんのお引き立てがすごく良くて有難いと思っています。そういう
意味ではすごい感謝しながらやっていますけどね。ほんとうに皆さんに、何と言ったらいいか、
引き立てていただいていますよね、あの、こちらもそうですけど。 
 
10．市民運動と社会的成熟 
 
◆齊藤 さきほど会長さんがおっしゃっていた、社会的成熟度についてですけど、直接自分の
身に環境の状況が関係がなくても、やはり何らかの形でそういった活動に関与していくという
のは、私、フランス経済史をやっておりますけれども、20 世紀初頭では社会的連帯という言葉
で、フランスでは語られた概念ですね。 
 つまり、この個人と社会との関係をどう考えるかというのが一つありまして、フランスの場
合には、特に国家というよりも、むしろ社会というものを非常に重視する。これは市民運動と
いうのがそうなのですが、国家というのはあくまで政府と官僚が動かしている。国というのは
国家と個人の対峙関係ではなくて、やはりそこに一つ市民の共同のグループとしての社会とい
うものが存在するのだろうと、で、国家イコール社会ではないと言っているのですね。で、個
人と社会の間には、いったいどういう関係があるかというと、当時、20 世紀初頭のフランスの
理論家たちの考え方なのですけど、個人というのは社会に対して負債、借金ですね、を負って
いる。つまり社会的負債という言葉で表現するのですけれども、つまり、一個人・個人という
のが存在するのは、実は、社会の中に存在する他の人々の働きがあってこそではないか、つま
り、もうちょっとくだいた言い方をしますと、私たちが普段に肉を食べたり魚を食べたり野菜
を食べたりするのは、それは漁師さんであるとか農家のみなさんであるとか、あるいは我々が
短時間で移動できるのは、それは鉄道会社で働いている方のお蔭である。つまり、個人という
のは、何らかの形で他の個人に対して負債・借金を負っている。つまり、その個人の集合体と
いうのが社会であるから、個人は社会に対して、常にどういう状況であれ、負債を負った状態
である。だからこそ、諸個人は、自分とは直接関係のないことであっても、積極的に関与しな
ければいけないという理論なのですね。 
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 これが、具体的な、じゃどういう形で負債というものが、返すことができるかというと、そ
れは実は社会保険制度なのです。それが実はフランスの社会保障制度が発達する理論的な基礎
なのです。つまりそれは、高齢者の問題と、医療保険、俺は健康だから、病気はしないから、
社会保険はいらねえよじゃないのです。やはり、社会の中では自分もやはりそうなるかも知れ
ないし、あるいは同じ社会の中でも、やはり、そういう健康面でそういう問題を抱えている方
もいらっしゃるかも知れない、そういうためには、仮に自分は病気じゃなくても、やはり社会
で暮らしている他の人々のために、やはり自分はそこに関与していく必要があるだろう。とい
うことは、これは老齢年金の問題であるとか、社会保険の問題であるとか、そういったことの
理論的な基礎として、社会的負債というのは、非常に活発に議論されていたのですね。 
 
◆松岡 日本には無いですよ、これ。 
 
◆齊藤 これはフランスの、つまり私から見ると、社会的成熟度の一つの指標だと思います。
こういった意味では、さきほど中島さんがおっしゃっていた、自分に直接関係なくとも、向ヶ
丘遊園の跡地の問題に関しても、自分はそこからちょっと離れたところであっても、そこに積
極的に関わる。やはりこれは社会的成熟の一つであるのかなという感じを私自身は受けました。 
 
◆松岡 そう思いますね。なるほど。 
 
◆齊藤 で、これとは別に、もう一つは具体的な話をしたいのですけれども、例えば、この現
在の多摩区の状況を見た場合に、気になったのは、既にこの地域の小学校や福祉施設は満杯な
のですね。この点に関して、私が興味を感じた部分ですけど、川崎市政の問題であるとか環境
の問題は、一つの重要な問題であることは全くその通りなのですけど、それとは並行した別の
問題として、現在の既存の状態で、例えば、私は東京都の多摩、市部・郊外に住んでいるので
すけど、例えば、この地域の保育園の問題ですとか、あるいは小さい子供がいるけど小児科が
ないとか、社会生活に直接関わる部分の、そういった社会資本なり、インフラストラクチャー
といったものが、既に現在、非常に不備が多い。もちろん過疎は過疎で、医者がいないという
問題抱えていますけども、だったら、人口が多い都市部は、東京の、首都圏は問題がないかと
いうと、決してそういうことはないわけです。 
 そういう問題を考えてみた場合に、現在でも、そういった小学校の問題、保育園の問題、小
児科救急の問題等を考えてみた場合、この多摩区というのは、どういった状況にあるのでしょ
うか。それをもしご存知であればちょっとお聞きしたいのと、それとやはりまあ、そういった
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観点から考えてみた場合に、ここに 2775 人という人口を増やすことに、やはり当然それは大き
な負担として、問題は出てくるのでしょうから。ですから、そういった点からも、この計画に
対するこういった疑問点ということは、私自身も大きな点だと、特に、現状の市民サービスを
しっかり、そもそも多摩区民が市民サービスを受けているあるいは改善点があるのではないか
という点を考えてみた場合に、ここに住宅を建てる、もちろん確かにこれは、高齢者対応住宅
は福祉だろうという言い方をされる方は、ひょっとしているかも知れませんが、ただやはり、
人口は増えるのは事実ですから、そのバランスということですね、市民サービスを提供すると
いう、そういった点で何かコメントがございましたら…… 
 
◆中島 そうですね。多摩区の場合には、比較的大規模開発が多かったのですね。ご承知のよ
うに三田団地ができた、寺尾台団地ができた、西菅団地ができたという形で。昔の住宅公団が
やっていますから、その辺はですね、新しく増えるであろう人口に伴って、小学校から、皆ちゃ
んと計画の中に入っているのですね。ところが、大企業には少ないのですけど、そうでない開
発は一切もうおんぶに抱っこで、地域の施設に。というところがあって、それが問題になる。 
 今度の小田急の原案について見ても、意見書に出ていますけど、我々も言っていますけれど
も、学校の問題、あるいはその、老人の施設の問題、一切考えてないのですね。850 戸の団地
ができるということは、まああの三田団地が 1,000 ちょっとですから、ほぼそれに近い。寺尾
台は 450 戸ですから倍ですよね、一切考えてないというところが、小田急のこの計画の、何と
言いましょうか、分かってはいるのだろうに、ちょっと思慮が足りないですね。 
 
◆永島 モノレールもう一回復活させたら、とか。 
 
◆松岡 そうですね。例えば病院、多摩区って病院一番少ないです、川崎市で。で、登戸病院
が閉鎖されちゃった。あれも私たち含めて大反対運動やってね、あの時も余談ですけど「登戸
病院を存続させる会」というのを立ち上げたいという市民が、遊園の会はどういうふうにして
大きい団体にしたのですかというのを聞きに来ましたけどね。あそこも無くなっちゃいました
し、で、総量規制があるじゃないですか、ベッド数のね。しかもそれは北部のくくりですから、
多摩区内でなくてもいいのですよ。登戸病院の病床数は、結局は麻生に一つ大きな病院ができ
るということがあって、そっちへ持って行かれちゃったということもあって、救急病院が多摩
区にはないのですよ。あ、多摩病院が一部受け入れるのですけど、殆どない、だから病院過疎
地なのです、多摩区は。別の区に行っても別にかまわないのですけど、多摩区だけ見れば全く
無い。 
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 それとインフラの問題ですけども、大体ほんとうにインフラ整備、あちこちで起こっている
マンション計画もそうですけど、そういうのは、ほんとうに考えてないですね、行政も。だけ
ど例えば、東京も、私も不勉強でよく分からないのですけど、どこか、千代田区でしたっけ、
何戸以上のマンション作る場合は、小学校を作りなさいとか、極端な場合。それから小学校を
つくるようなお金を寄付しなさいとかね、そういう制度もあるのですよ。それで、川崎市はと
にかく、すごく狙われていまして、まず地価がすごく安いのですね、多摩川越えたら 1 千万安
いって言うのです、東京と。東京に言わせると、野川越えたらもっと高くなるっていわれて、
成城と狛江では全然違うと。それはそれとして、それなので狙い所なのです、川崎は。東海道
線も品川の次は川崎で、その次は横浜ですよね。だから 10 分違ったら、横浜でも東京でも行け
るわけですよ。その中で川崎というのは、名前だけでもあんまり住みたくない、みたいなのが
ありまして、すごく安く買いたたかれるのですね、だからマンションが急増する。川崎市の言
い分は、ほんとうにまじめに考えている職員が言うのですけど、やっぱり人口が増えたら市税
が入るから、少子高齢化に向けて、それは必要だと言うのですよ。だけどね。市税が入った分
というのは、さっき言われたようなインフラ整備に使っちゃったら終わりでしょうと言ったら、
別の職員が、その通りだ、市税が増えたって、ほんとうに、小学校足りないから増やすとか、
保育園足りないから増やすとか、そういうのに使っちゃったらほぼいっしょだと。だから、そ
ういう意味では効果がないという意見もあるのですけど、いずれにしてもむちゃくちゃなまち
づくり計画だなというふうには思っていますけどね。 
 
◆中島 地域によって違いますのは、例えば、生田の１・２・３・４・５・６・７・８丁目あ
たりはもう学校がどんどんどんどん、校舎が、教室が余っているのですよ。ですから、この辺
はやはりどっちかといえば、そんな大規模なものは場所が無くてできませんけど、むしろ大歓
迎です。新しくできれば、学校で引っ張り合いなのです。私が自治会長やっていたころと今と
見るとね、生田小学校なんか半減しています、生徒が。 
 
◆松岡 あの、そういう意味では極端ですね。今言ったように、川崎市っていうのはどんどん
人口流入で、今全国でいえば、全国の住宅というのは、一説によると 400 万戸、700 万戸余っ
ているという説があるのですよ、全体で。でも、川崎は、さっき言ったように地価が安いので、
まだまだ入ってくるのですけど、全体としては少子高齢化ですから、子供少なくなっているの
ですよね。でも、うちなんかもね、住宅地にどんどん建って、無くなるのはどんどん緑なので
すけど、まだ緑豊かなところですけど、若い人がすごい、子どもがあふれていますよね。そう
いう意味では極端です。 
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◆永島 多摩ニュータウンもそうですが、ある世代の人が、一気に入ってしまうから。もっと
バラバラに入ればいいのかな。 
 
◆中島 地域によって偏りがあるのですよ。例えば、中原区、高津区はもう典型的ですよね。 
 
◆松岡 もう足らないのです。 
 
◆中島 多摩区は、全体としては余っていると言われているのだけどここだけは違うのです。
宿河原、長尾はどうなの。 
 
◆松岡 長尾も満杯の筈ですけどね。ここは、宿河原小学校と稲田中学校の学区なのです、学
区でいけばね。で、両方とも確か満杯の筈です。そういうのは、広報資料、小田急が出した資
料には一応、満杯とは書いてないですけどね。 
 
◆中島 なのに小田急の計画には入っていないのだからね。 
 
◆松岡 そうですね、いい加減なものです。ちなみにいうと、このアセスというのは、環境影
響評価って、ご存知だと思いますけど、その建物建ったために、日照とか電波障害とか汚染と
か景観とか、いろんな立場で、どういう影響するかをいうのですけど、建てる事業者が自分で
お金を出して作るのですね。それなのに、自分の計画に対してけなすようなことなんか、絶対
書かないわけですよ。だから、そういう意味で、かなりいい加減なのですけどね。無いよりま
しといわれていますけど、だから、アセスじゃなくてアセスメントと言われていますね、その
計画に合わせてね。で、皆で問題ないという計画になっているのですよ、ほんとうに。余談で
した。 
 
◆永江 松岡さんも最初におっしゃられましたように、向ヶ丘遊園をはじめ、もともと遊園地
の話というのは、近代に私鉄が鉄道を開発して行くなかで、そこに需要を創出してゆくという。
阪急ですと、デパートを作り、沿線を住宅開発し、遊園地を作ってそこを拠点に街が大きくなっ
て行ったというところがあると思うのです。 
 住民運動のあり方が、高度成長期には、開発の中で失われていくものや、悪化していく環境
や生活を守るというものであったと思うのですけど、近年の市民運動は、高度成長の盛りを過
ぎて、今度はでき上がったものが、もう一度失われていく過程で、何とか地域のシンボルや一
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体感を維持しようという形になってきているのかなと思いました。 
 皆さんがおっしゃられているように、それは単に遊園地という単体の問題だけではなくて、
今後の日本社会が成熟して行く中での街造りどう考えていくかですとか、それから公共性とい
う問題。英語にするとオフィシャルで、単なる官になってしまうときもあるのですね。役人が
やることだと。ですが、永島先生や齊藤先生がおっしゃったように、西洋社会の伝統には、単
に公共性は官が担うのでなくて、市民が行政と企業の中にもう一つ絡み合って、自分たちの公
共圏を行政とは別に作って行くのだという流れがある。 
 日本社会でも、たぶん言葉にしないところで実際にやって見たら、実は公共性はあったのだ
ということもあると思うのですけど。具体的なお話を聞くのが一番勉強になるなと思った次第
です。本日は、どうもありがとうございました。 
（拍手） 
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